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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 北海道千歳市立末広小学校      

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒０６６－００３４ 

      北海道千歳市富丘２目６番２号         

  E-mail es-suehiro.b@ed.city.chitose.hokkaido.jp 

  Website http://www.city.chitose.hokkaido.jp/ed/suehiro/ 

  児童生徒数  男子 ２６６名   女子 ２４５名  合計 ５１１名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～１２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

 

１．アイヌ文化学習 

本校のアイヌ文化学習では、「自然、命を大切にする心、生き方を学ぶ」を目標

としています。６年間を通して系統的に内容を計画し、児童はアイヌ文化を自然

に受け入れ体験していくことになります。講師であるアイヌの方や文化協会の方

に教えて頂いて学んでいく中で、自然の一部である人間が、自然と共生しつつ持

続可能な社会を作っていくことの大切さを学んでいきます。 

 

（１）【各学年のねらい・内容等】１，２年…各１０時間、３～６年各２０時間 

・１年生 

＜ねらい＞ 

学校のチセを探検しアイヌ文化学習の見通しを持つ。語りなどを通してアイヌの

人たちについて知り、遊びや歌、踊りを通じて表現することの喜びを味わうこと

ができる。 

＜内容＞ 

チセ探検、アイヌの歌（ウポポ）、遊び（チレクトトプ）、絵本の読み聞かせ 

 

・２年生 

＜ねらい＞ 

アイヌの遊び道具を作り、身近にある自然物を使ってみんなで楽しく遊ぶことが

できる。アイヌの歌や踊りを知り、表現することに喜びを持つことができる。 

＜内容＞…１０時間 

アイヌの踊り（ホリッパ）、遊び（ク・アイ、カリプ）と遊び道具作り 

 

・３年生 

＜ねらい＞ 

サケ漁などの体験を通して、アイヌの人たちのくらしの工夫や苦労がわかる。 

サケの全てを使った料理づくりをし、命あるものを無駄にしないようにする気持

ちを持つ。 

＜内容＞ 

アイヌ語地名とくらし、サケ漁、サケの解体、アイヌのサケ料理 

 

・４年生 

＜ねらい＞ 

イナキビの栽培・収穫・調理により昔のアイヌの人々が食べていたイナキビ団子

を再現し、昔のアイヌの人々の生活の様子やなどについて深めることができる 

＜内容＞ 

アイヌの保存食、イナキビ、アハ栽培・収穫、イナキビ団子作り 

また、学習の成果をまとめ市のサイエンス会議で発表 

 

・５年生 
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＜ねらい＞ 

天然素材を使い、いくつかの工程を経て生活用具などを作っていく体験学習を通

して、アイヌの人たちの伝統的な技術への知恵や工夫を感じることができる。 

＜内容＞ 

シナノキの皮剥ぎ、シナノキの皮でひも作りと飾り作り、イナウ削り 

 

・６年生 

＜ねらい＞ 

ムックリ作りやアイヌ民族の歴史学習を通して、アイヌの人々の様子がわかる。

６年間の学習をまとめることができる。 

＜内容＞ 

修学旅行先ポロトコタンで調べ学習、ムックリ作りと演奏、アイヌ民族の歴史の

学習、アイヌ文様刺繍学習 

 

（２）【全校での取組】 

６月運動会で全校児童、保護者、地域の方が一緒になり、アイヌ民族の古式舞踊

である『ホリッパ』を踊りました。（取組３年目） 

 

（３）【その他】 

地区ユネスコ委員の方にご協力頂き、アイヌ文化展示物（チセ等）の紹介掲示の

英訳表示の更新をして頂きました。 

 

 

２．ECO（いいこ）ボランティア活動 

愛キャップ（ペットボトルキャップ）、リングプル、古切手、書き損じハガキ 

廃油、古着、使用済みわり箸をリサイクルのために回収します。 

回収の呼びかけは児童会が行い、年度末の軽量は各学年が分担します。 

２月末の全校集会「なかよし集会」にて、市の社会福祉協議会への引き渡し式を

行いました。 

 

 

３．ユネスコ世界寺子屋運動（書き損じハガキ）キャンペーンへの協力 

１月１８日（月）～２月１９日（金）の期間に、児童に協力を呼びかけ約４０枚

の書き損じハガキを集め、市のユネスコ協会事務局を通じて送りました。 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


